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事業概要
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〇 事業概要

１ 目的

登別市の中学生を友好都市のデンマーク王国ファボー・ミッドフュン市

に派遣し、青少年との交流や日本とは異なる生活・文化の体験を通じ、

生徒の豊かな人間性と広い視野を育むとともに、ファボー・ミッドフュン

市との交流を推進することを目的とする。

２ 訪問国及び都市

デンマーク王国：コペンハーゲン市、オーデンセ市、

ファボー・ミッドフュン市

３ 派遣期間

２０２３年８月７日（月）～ １５日（火）：８泊９日

４ 交流内容

表敬訪問：ファボー・ミッドフュン市役所

学校訪問：リンゲフリー校

施設見学：アンデルセン博物館、レゴランド、イーエスコー城、

森の幼稚園、高齢者住宅施設、図書館 等

５ 研修内容

(１)結 団 式：２０２３年６月３０日（金）

(２)事 前 研 修：２０２３年７月３日（月）～８月４日（金）計１０回

デンマーク王国の概要の学習、研修テーマの決定、

英会話、デンマーク語、登別の紹介・歌・踊りの練習、

デンマーク人一家との交流、派遣者懇談会など

〔派遣者懇談会（第８回事前研修）講師〕

前回派遣者：土門 和宏〔R１年度：団長〕

吉 井 真 裕〔R１年度：引率英語教諭〕

寺 沢 美 柚〔R１年度：登別市立幌別中学校〕

船 田 清 夏〔R１年度：登別市立登別中学校〕

滝 沢 恵 生〔R１年度：登別市立緑陽中学校〕

〔保護者懇談会（第８回事前研修）出席者〕

前回派遣保護者：船田さん、寺沢さん

今年度保護者：皆川さん、中村さん、相澤さん、菊地さん、

佐藤さん、竹田さん、多田さん、宮崎さん

(３)事 後 研 修：２０２３年８月２３日（水）～ ９月２７日（水）計５回

研修成果まとめ、感想文提出、帰国報告会準備

(４)帰国報告会：２０２３年９月２９日（金）
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〇 研修日程表

月 日 内 容 会 場 時 間

06月 30日（金） 結団式・第１回保護者説明会 市民会館/小会議室 18：00～19：30

07月 03日（月） 事前研修①

デンマークの概要説明、

昨年の様子紹介、リーダーの

決定、研修テーマ検討、

特技披露検討

市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

07月 05日（水） 事前研修②

研修テーマ決定、アトラク

ション担当パート決定、

英語・デンマーク語レッスン

市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

07月 10日（月） 事前研修③
英語・デンマーク語レッス

ン、アトラクション練習
（英語ボランティア１名参加）

市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

07月 18日（火） 事前研修④
デンマークより

ランディさん一家との交流
市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

07月 24日（月） 事前研修⑤
英語・アトラクション練習
（英語ボランティア２名参加）

市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

07月 26日（水） 事前研修⑥ 英語・アトラクション練習 市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

07月 28日（金） 事前研修⑦
英語・アトラクション練習
（ALT 参加）

市民会館/視聴覚室 09：30～12：00

07月 29日（土） 事前研修⑧ 派遣者懇談会 市民会館/視聴覚室 09：30～12：00

07月 31日（月） 第２回保護者説明会（保護者） 市役所/第二委員会室 18：00～19：00

08月 01日（火） 事前研修⑨
英語・アトラクション練習
（ALT 参加）

市民会館/視聴覚室 09：30～12：00

08月 04日（金） 事前研修⑩ 総練習、最終打合せ 市民会館/視聴覚室 09：30～12：00

08月 07日（月） 市長へ出発挨拶（派遣者） 市役所/市長応接室 13：00～13：30

同日 デンマークへ出発 市役所/裏駐車場 14：00～

08月 15日（火） デンマークから帰国 市役所/裏駐車場 20：00頃

08月 22日（火） 市長へ帰国挨拶（派遣者） 市役所/市長応接室 16：30～17：00

08月 30日（水） 事後研修① 報告書作成 市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

09月 08日（金） 事後研修② 報告書作成 市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

09月 13日（水） 事後研修③ 報告書作成・帰国報告会準備 市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

09月 19日（火） 事後研修④ 報告書作成・帰国報告会準備 市民会館/視聴覚室 16：30～18：00

09月 27日（水） 事後研修⑤ 帰国報告会リハーサル 市民会館/大会議室 16：30～18：00

09月 29日（金） 帰国報告会 市民会館/大会議室 18：00～19：30
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〇 派遣生徒・引率者名簿

学 校 名 学 年 生 徒 名

登 別 市 立 緑 陽 中 学 校 １年生 宮崎 葵生

登 別 市 立 緑 陽 中 学 校 ３年生 皆川 恵子

登 別 市 立 緑 陽 中 学 校 ３年生 中村 留唯

登 別 市 立 緑 陽 中 学 校 ３年生 多田 美月

登 別 市 立 鷲 別 中 学 校 ３年生 佐藤 璃空

登 別 市 立 鷲 別 中 学 校 ３年生 相澤 仁湖

登 別 市 立 鷲 別 中 学 校 ３年生 菊地 奏多

北海道登別明日中等教育学校 １回生 山口 いのり

北海道登別明日中等教育学校 ２回生 竹田 耕太朗

引
率
者

団 長
登別市教育委員会 教育部

学校教育グループ 学務主幹
秋葉 洋範

引率教諭 登 別 市 立 鷲 別 中 学 校 舘崎 美久
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〇 ホストファミリー名簿

派遣者名 ホ ス ト 名（７学年生徒） 性別 家 族 構 成

宮崎 葵生 Viktor Hildebrand Johansen
ヴィクト ヒレブラン ヨハンスン 男

父 レニ

母 ティーネ

姉 セリーン菊地 奏多

皆川 恵子 Sabine Vever
ザビーネ ヴィーヴァ 女

父 ブリーアン

母 ヘンリエデ

山口 いのり

中村 留唯
Ida Ellegaard Kjeldsen

イーダ エレゴー ケルスン
女

父 セ―アン

母 リーネ

兄 スヴェン

姉 ローサ

多田 美月

Anna Nova Ankjær
アナ ノヴァ アンカ 女

父 ダニ

母 スティーネ

弟 エーダム

佐藤 璃空

Laurits Brink Hansen
ラウリツ ブレンク ハンスン 男

父 ミーケル

母 リーネ

兄 オスカ

相澤 仁湖

Celina Nikita Osther Rasmussen
セリーナ ニキータ オスタ ラスムスン 女

父 ミッケル

母 アニヤ

弟 マッティ

竹田 耕太朗
Asbjørn Hansen

アスビョン ハンスン
男

父 トーベン

母 アネ

団 長

秋葉 洋範

引率教諭

舘崎 美久

Asbjørn Hansen
アスビョン ハンスン

男
父 トーベン

母 アネ
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〇 派遣日程表

※時差 デンマーク王国⇒日本のマイナス７時間

日 行程 内容 食事 宿泊

1日目

8/7（月）

市役所 ⇒ 新千歳空港

13:45 15:00

(バス発)

12:45 市役所裏玄関に集合

13:00 市長挨拶

13:45 市バスで新千歳空港へ

15:00 新千歳空港到着後、搭乗手続き

機内食（夕） 機中

新千歳空港 ⇒ 羽田国際空港

17:10 18:45

17:10 国内線 JAL 便[JL518 ]で羽田国際空港へ

18:45 羽田国際空港着後、出国手続き

羽田国際空港 ⇒ ヘルシンキ空港

21:50 04:40 (翌日着・現地時間）

21:50 フィンランド航空でヘルシンキ空港へ [AY062]

04:40 ヘルシンキ空港到着後、

～乗り継ぎ～

2日目

8/8（火）

ヘルシンキ空港 ⇒ コペンハーゲン空港

07:25 08:05 (現地時間)

07:25 ヘルシンキ空港からコペンハーゲン空港へ[AY951]

08:05 コペンハーゲン空港到着後、入国手続き・荷物受取・

税関、その後空港から駅へ徒歩移動

派遣交流団

（朝・昼）

ホーム

ステイ

コペンハーゲン ⇒ コペンハーゲン

空港駅 中央駅

09:36 09:49

09:36 列車でコペンハーゲン中央駅へ（所要約 20 分）[R1041]

09:49 コペンハーゲン中央駅到着

コペンハーゲン中央駅 ⇒ オーデンセ駅

10:29 12:04

10:29 列車でオーデンセ駅へ（所要約 90 分） [IC-839]

12:04 オーデンセ駅にてアネさんと合流

オーデンセ市内 現地協力者アネさんの引率でオーデンセ市内を徒歩で見学

オーデンセ駅 ⇒ リンゲ駅

15:46 16:06

15:46 列車（２等車）に乗車、リンゲ駅へ

16:06 リンゲ駅到着、ホストファミリーと対面し、各家庭へ ホスト（夜）

3日目

8/9（水）

ファボー・ミッドフュン市内

・ホストファミリーと過ごす

・ファボーミッドフュン市長訪問

・森の幼稚園訪問

・リンゲフリー校授業参加等
・ノーアエア校

・イーエスコー城

・レゴランド見学

・リンゲフリー校にてお別れパーティ

ホスト
ホーム

ステイ

4日目

8/10（木）

5日目

8/11（金）

6日目

8/12（土）

7日目

8/13（日）

ホスト宅 ⇒ リンゲ駅

09:00

それぞれホストファミリー宅からリンゲ駅へ向かう

09:00 リンゲ駅集合
ホスト（朝）

ホテル

リンゲ駅 ⇒ オーデンセ駅

09:29 09:46

09:29 現地の方々とお別れをし、列車にてオーデンセ駅へ

09:46 オーデンセ駅着

派遣交流団

（昼・夜）

オーデンセ駅 ⇒ コペンハーゲン中央駅

09:53 11:03

09:53 列車（２等車）に乗車、コペンハーゲン中央駅へ[IC-22]

11:03 コペンハーゲン中央駅到着

コペンハーゲン中央駅 ⇒ ホテルへ

11:03 11:15

11:03 駅からホテルへ徒歩移動

11:15 ホテルで荷物を預かってもらう

コペンハーゲン市内を視察
コペンハーゲン市内を視察

18:00 ホテルへ 18:00 ホテルチェックイン

8日目

8/14（月）

ホテル ⇒ コペンハーゲン中央駅

09:20 09:30

09:20 ホテルチェックアウト

コペンハーゲン中央駅へ徒歩移動 ホテル（朝）

機中

コペンハーゲン ⇒ コペンハーゲン

中央駅 空港駅

09:47 10:00

09:47 列車[ R1047]でコペンハーゲン空港駅へ

10:00 コペンハーゲン空港駅到着後、空港まで徒歩移動。

出国手続き。

派遣交流団

（昼）

コペンハーゲン空港 ⇒ ヘルシンキ空港

13:25 15:55

ヘルシンキ空港 ⇒羽田国際空港

18:30 13:50 (日本時間 8/15)

13:25 フィンランド航空[AY954]でヘルシンキ空港へ

15:55 ヘルシンキ空港着

～乗り継ぎ～

18:30 フィンランド航空[AY061]で羽田国際空港へ

（日付変更線）

13:50 羽田国際空港到着 入国手続き、入国審査、税関等

機内食

（夕・朝）

9日目

8/15（火）

羽田国際空港 ⇒ 新千歳空港

16:30 18:05

16:30 国内線 JAL 便 [JL523]

18:05 新千歳空港着、荷物受取り後、市バスに乗車
派遣交流団

（昼）

自宅

新千歳空港 ⇒ 登別市役所

19:00 20:15

19:00 市バスで市役所へ

20:15 登別市役所到着、解散
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〇 各学校独自の取組について

デンマーク王国での貴重な体験を通して、生徒が現地で学んだことや感じた

ことを同世代の生徒に発表する場を設けていただき、国際性豊かな人材の育成

や本事業のＰＲに寄与していただきました。

学 校 名 学 年 生 徒 名

登 別 市 立 緑 陽 中 学 校

１年生 宮崎 葵生

３年生 皆川 恵子

３年生 中村 留唯

３年生 多田 美月

【取組内容】

予定なし

学 校 名 学 年 生 徒 名

登 別 市 立 鷲 別 中 学 校

３年生 佐藤 璃空

３年生 相澤 仁湖

３年生 菊地 奏多

【取組内容】

⇒９月 15日（金）学校祭開祭式の中で

15分の発表時間を確保し、３人が全校生徒へ

向けてパワーポイントを使ってデンマーク派遣

の貴重な経験報告を行った。また、８月号の学校

だより「鷲中」に派遣事業へ行ってきた報告と

ともに報告会を行う紹介を掲載し案内した。 学校祭開祭式で報告発表の様子

派遣事業へ行ってきた報告と報告会

のお知らせ内容を学校だよりで掲載

←学校だよりに掲載した内容

学 校 名 学 年 生 徒 名

北海道登別明日中等教育学校
1回生 山口 いのり

２回生 竹田 耕太朗

【取組内容】

⇒校内の全校集会において、デンマーク派遣の報告を実施予定。（12月中）
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研修テーマ

2023.8.7 デンマーク出発日 市長挨拶にて
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デンマークの歴史について

登別市立緑陽中学校 1年生 宮崎 葵生

僕は、「デンマークの歴史」について調べました。

右の写真はイーエスコウ城です。古城は 1554

年に建てられました。建設されてから 400 年以

上経過していろんな家族が城に住んだようで

す。1967年にクラシックカー博物館がオープン

したそうです。宴会場は 1975 年に修復された

そうです。1986年以来、ホールや他の多くの部

屋はシーズンをとおして毎日一般に公開されて

いるそうです。そしてお城に入ると元城主の絵

画がありました。

ちなみにデンマークのＫ・Ｂくんが城のうえ

の人形を取ると城が崩れるという噂があると言

っていました。

次はアンデルセンです。アンデルセンは

1804 年４月２日、フュン島のオーデンセ

で生まれました。彼の家は貧しかったよう

で 1つの部屋で寝ていたそうです。アンデ

ルセンは、切り紙が好きで切り紙のついた

本などを親戚の小さい子などに誕生日プレ

ゼントとしてあげていたそうです。

父親は、1816 年に亡くなったそうです。

1818 年には母親が再婚しました。

アンデルセンはソプラノボイスだったり、

よく大聖堂で歌ったりしていたそうです。

オペラ歌手になろうとして 1819 年コペンハーゲンに行ったそうです。その後いろん

な作品を出版したそうです。そして 70 歳のときに亡くなったそうです。
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気になっていたヴァイキングはデンマークにいたそうです。しかもデンマークの

人の大半のご先祖様はヴァイキングだそうです。デンマークのⅤ・Jくんにデン

マークの有名なキャラクターは？ときいたら、ヴァイキングを描いてくれました。
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デンマークと日本

登別市立緑陽中学校３年生 皆川 恵子

今回、デンマークに行ったおかげで、インターネットで調べても出てこない日本

との違いをたくさん見つけることができました。

皆さんは、学校の休憩時間をもっと自由にしてほしいと思ったことはありません

か？

リンゲフリー校では、休憩時間

にバスケやサッカーをすることが

可能です。私の学校では校庭にバ

スケットコートは無く、休憩時間

の短さでは、遊ぶことができませ

ん。このように、リンゲフリー校

と私の学校を比べると、勉強での

ストレスを少なくする環境づくり

をしているのが分かります。

私の学校もこのように休憩時間を自由にすることによって、授業の 50 分間を集中

して受けられるのではないかと考えます。

リンゲフリー校では、始業式の夜に学校の校庭に全校生徒とその家族が料理を持

って集まり、それぞれでご飯を食べます。

そしてリンゲフリー校に通っている生徒やその家族はコミュニケーション能力が

とても高いと思います。それは、先程あげたように、学校でご飯を一緒に食べるこ

となどによって出来た関わりが関係していると私は考えます。また、休憩時間に低

学年の子と一緒に遊んだりするなどもコミュニケーション能力が高いのに関係して

くるのではないかと考えられます。

次に、ホームステイ先での食と飲

み物のことです。朝ごはんは、毎日

パンでジャムをつけて食べます。夜

ごはんはピザやバーベキュー、他に

もそうめんなども出てきました。し

かし、ご飯が全然出ないので日本米

が恋しくなりました。

飲み物も大体、水かジュースで麦

茶などのお茶はありませんでした。

こういった食や飲み物での違いもあ

りました。
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それぞれの国で良い所もたくさんあり、日本とデンマークでの違いもたくさんあり

ました。
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今のデンマークの流行

登別市立緑陽中学校３年生 中村 留唯

私は、今回の派遣でいろんなことに驚きました。日本ではありえない、町にトラ

ンポリンがあることや、夜の９時頃まで外が明るく、みんなで外で遊べることに驚

きました。

私は今回、デンマークの流行について調べました。研修テーマにしたきっかけ

は、日本の流行と違いがあるのか調べたかったからです。デンマークでも、日本と

同じようなものが流行っているのか、それとも他のものが流行っているのか、知り

たかったからです。研修テーマについては、ホームステイ先のイーダという子やそ

の子のお姉さんに聞いたり、他の家の子と話したりしました。

調べた一つ目はファッションです。デンマークで

は、夏だからタンクトップやシースルーのシャツなど

の肌を出す、涼しげな服が流行だと聞きました。

また、カーゴパンツも流行っています。実際に日本

や他の国でも人気のパンツで、共感できました。

二つ目はご飯です。デンマークではお米ではなく、

ほとんどパンでした。夜は、お肉（主に豚肉）がよく

食事に出てきていた印象です。また、野菜を多く食べ

ます。野菜とチーズ料理のスクワッシュなどを食べて

いました。

最後は音楽です。デンマークでは、アンドレア

スというデンマーク出身のアーティストの方が流

行っていて、ライブもよく開催されています。私

がホームステイをしたイーダの家族は、家族みん

なでアンドレアスさんのライブに行っていまし

た。また、日本と同じようにＫ－ＰＯＰも流行っ

ていて、ＢＴＳ，ブラックピンク、ストレイキッ

ズなど、たくさんのグループが人気だと分かりま

した。
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今回の派遣でデンマークと日本の流行は少し近いところもあるなと思いました。

これからはもっと現地の人と話して、どんどん海外を経験していけたらいいなと思

いました。
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デンマークの食べ物

登別市立緑陽中学校３年生 多田 美月

今回の研修では、デンマークの食について調べてきました。事前研修で野菜を生

のまま食べると聞いていて、どのような食文化をしているのだろうと気になり、こ

のテーマにしました。

まず朝ご飯は、トーストが主に出てきました。トーストには、ハチミツ、プラム

ジャム、マーガリン、チョコレートの中から選び、自由にぬって食べます。

デンマークの人々はりんごやプラムの木が家

にたくさんあり、とても水々しく、おいしか

ったです。

次にデンマークの伝統的な料理を紹介しま

す。右の写真を見てください。こちらは、ミ

ートボール、赤キャベツ、ジャガイモ、グレ

ービーソース添えで、ジャガイモのブラウン

ソースとフィッシュボールとレッドキャベツ

です。

左の写真はローストウサギにポテ

トとグレービー添えで、ジャガイモ

にブラウンソース、赤キャベツ、サ

ツマイモ、野菜、ローストウサギで

す。

次のページの写真は、ローストポ

ーク、レッドキャベツ、ポテトとグ

レービー添えで、ジャガイモのブラ

ウンソース添えと豚肉とサラダで、クリスマスイブに食べるものだそうです。

このことから、デンマークの人々は豚肉、ジャガイモのブラウンソース和え、赤

キャベツ、他にも野菜、また、鴨肉とポテトチップスをよく食べているそうです。

それだけでなくデンマークでは、イタリアのピザや日本の寿司など、他の国の食

べ物もたくさん食べるそうです。
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このようにわたしたちが日々食べている日本食は、デンマークでもとても人気な

のです。
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デンマークの建物について

登別市立鷲別中学校３年生 佐藤 璃空

今回の研修では、デンマークの建物について素材や大きさ、日本との違いなどの

観点から研修をしてきました。ホストファミリーのお父さんが大工だったので、滞

在した家の色々なことを聞くことができました。

まず最初に、素材についてです。外壁には、石やレンガが使用されていました。

内装にも石やレンガが使われてい

ると思っていましたが、木が使わ

れていて想像と違い、とても驚き

ました。家の内装はホストのお父

さんが作ったそうです。

玄関に入ると、日本のような段

差が無く、靴をどこで脱ぐのかが

分かりづらかったです。屋根には

日本の瓦のような形のものが使わ

れていました。不思議なところで

日本との繋がりを感じました。

次に家の大きさについてです。僕がホームステイした家やその周辺にある家は、

すべてとても大きくて、僕が住んでいる家の１．５倍ぐらいありました。家の面積

と同じ位の芝生の庭があり、トランポリンやプールもありました。ホストのお父さ

んに「何故、家の敷地がこんなにも広いのですか？」「何故、２階がないのです

か？」と聞いたら、「リンゲは人口が少なく面積が広いからだよ。２階は必要ない

からだよ。」と教えてくれました。これ

だけ広いなら必要ないなと思うと同時に

少し、驚きました。

建物からは少しずれますが、日本と違

って電柱や電線が地下に埋まっているの

で、街や道がとてもスッキリしていて広

く感じられました。
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デンマークの建物は、どれを見ても日本とは違って一つひとつに歴史があり、芸

術作品のように見えました。最初は「石で作られた家か、面白そうだな」位にしか

思っていませんでしたが、実際に見てみると、とても迫力があり、ずっと見ていら

れました。いつか大人になったら、デンマークに行き、街をゆったりと散策したい

です。

デンマークへの派遣は、一生の思い出とも言えるとても貴重な体験になりました。



- 19 -

日本の学校との違い

登別市立鷲別中学校３年生 相澤 仁湖

私は、日本の学校とデンマークの学校の違いに興味をもち、研修を行いました。

私たちが行ったリンゲフリー校には、６才から 16 才までの子ども達が通っています。

登校時間は８時で６～７時間授業を受けた後、３時頃に下校するのでだいたい日本

と変わらないです。

教室はこのようになっていま

す。教室のイスは高さが調節で

き、机は木ではなくプラスチック

ですごく高いものでした。

私達が受けた授業はドイツ語の

授業です。デンマークとドイツは

近い国同士なのでドイツ語の勉強

もしているそうです。実際にみん

なと問題を解いたりしましたが、

ドイツ語は主語によって動詞の形

が変化するので私はとても難しいイメージがありました。休み時間には、スマホの

使用や、飲食も自由にできることなどから、教室にいてもあまり重苦しさは感じま

せんでした。このような点で日本の学校との違いを感じました。

そして、私が一番驚いたのは、子どもたちが楽し

める設備がたくさんそろっていたことです。学校の

敷地内には写真のような日本では見たことのない遊

具がたくさんそろっていました。体育館は私の学校

の２倍程あり、そこに巨大なトランポリンや、トレ

ーニングルームなど色々な物がそろっています。

わたしたちも実際にトランポリンで一回転などして

たくさん遊びました。日本ではお金を払わないとで

きないようなことを学校でできると思うとすごくう

らやましかったです。
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このようにリンゲフリー校は日本よりも

全体的に自由な明るい雰囲気で、一人ひと

りがのびのびと成長できる環境が整ってい

る学校だなと感じました。機会があれば、

またぜひ行きたいです。
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デンマークの家庭のペット

登別市立鷲別中学校３年生 菊地 奏多

僕は、研修テーマでデンマークで飼われている家庭のペットについて調べま

した。

デンマークの街中でペットを連

れて散歩しているのを自分の行動

しているはんい内で見てみると、

犬を飼っている人が多かったで

す。犬種は、大型犬が多く、小型

犬が大型犬より少なかったです。

大型犬では、日本でもみたことの

ある犬が少なからずいました。

その犬種名で印象的だったの

が、多分皆さんも聞いたことのあ

るゴールデン・レトリバーという犬です。他にも、同じような犬種を飼ってい

る人がたくさんいました。

小型犬では、トイプードルやマルチーズ等、他にも色んな犬種を飼っている

人がいました。とても可愛かったです。

家庭のペットで驚いた事がありました。それは、柴犬が飼われている事です。

なぜその事に驚いたのかというと、柴犬は日本固有の犬で、日本では人気の高

い犬とされています。海外ではそれは飼われていないと思っていたからです。

また、海外に行く事がなかったから知りませんでした。

もう一つ驚いたことがあ

り、それは猫を（ノラも含

めて）全く見かけなかった

事です。

ホームステイ先の子の友

達が飼っていたペットは兎

です。その友達の名前はビ

クトーです。ビクトーはそ

の兎をボニーと読んでいま

した。僕はジェスチャーで、

ボニーを抱かせてくれるのかを聞きました。ビクトー君は「ＯＫ」と行って、

抱かせてくれました。それはとてもモフモフで可愛かったです。
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デンマークに行ってホームステイ

する事は僕にとって初体験でした。

またデンマークに行く機会があっ

たら、自分で調べたいテーマを決め

て行こうと思いました。
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デンマークのアートとデザインについて

登別明日中等教育学校１回生 山口 いのり

私は、デンマークへ行きアートやデザインについ

て学んできました。デンマークは日本よりも独特で

カラフルなものが多いと感じました。

一つ目は、街並みです。日本では、灰色、黒、白

などのシンプルな色の建物が一般的ですがデンマー

クの首都である、コペンハーゲンでは、虹色が使わ

れている建物が多かったです。例えばコンビニのセ

ブンイレブンの色が虹色だったりしていました。

二つ目は、城です。イーエスコー城という城に見

学に行きました。この城をモデルとして登別マリン

パークニクス城が建てられています。中に入ってみ

ると、鹿の頭や、実際に使われていた矢などがあり

ました。その時代にいるかのように感じられるくら

いリアルに作られていて驚きました。そしてデンマ

ークにはたくさん城があり、昔の日本とは違う戦い

方だったのかなと感じました。

三つ目は、配慮です。幼稚園に訪問した時に、

ドアノブが高い位置にありました。子ども達が自分

で外に出られないような工夫がありました。子ども

達のことを考えて設計されていて良いと思いまし

た。

そして、ＡＥＤという心臓が止まってしまった人

を助けるものもありました。ＡＥＤが置かれている

場所が外でした。日本では室内にあることが多いで

す。外にある理由は、たおれてしまった人をすぐに

助けられるからだと思いました。たしかに室内に置

かれていたら取りに行くのに時間がかかってしまう

なと納得しました。

ちなみに、このＡＥＤの色は緑でした。普通は赤

などなのになぜなのかと疑問をもちました。
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研修テーマでは、個性的なアートやデザインだったのですが、使いやすさが重視

されているなと感じることができました。そしてアートやデザイン以外にもたくさ

んのことを学べました。
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日本とデンマークの食文化の違いについて

登別明日中等教育学校２回生 竹田 耕太朗

今回の研修で私は、デンマークと日本の食文化の違いについてをテーマにし、

研修を進めました。

まずは、朝・昼・夜の食事について

です。朝食はパンやコーンフレーク、

ゆでたまごなどが出ました。私の家庭

だけかもしれませんが、朝食は毎回パ

ンが出ていました。昼食はお弁当でし

た。日本のお弁当とは違い、サンドイ

ッチとにんじんやきゅうり１本まるご

と入っていました。私は野菜が苦手な

ので少し困りました。夜ご飯はミニハ

ンバーグやとり肉、トマトやじゃがい

もが出ました。日本ではお米を炊いてご飯を食べることがとても多いと思いま

す。ですが、デンマークでは玄米を使ったおかゆのようなものは出ましたが、白

米は一回も出ませんでした。また、まれに夜食（夜８時～10 時）が出ました。フ

レークやココアパフを食べました。

学校の始業式があったときは、パーティをしました。その日の夜にホストファ

ミリーがパーティであまった大きなホールケーキを出してくれました。そのケー

キは今まで食べたことがないくらい甘かったです。

次に飲み物についてです。デンマ

ークはとにかく炭酸水が多かったで

す。水かと思って買ったものが炭酸

水でびっくりしました。デンマーク

限定の飲み物もあり、「FAXE KO
NDE」と言って三ツ矢サイダーみた
いなものでした。今回の研修で炭酸

に少し強くなりました。



- 26 -

最後にお菓子です。有名なものは「ラクリス」

です。デンマークなど北欧に多いもので独特な

味でした。私は苦手でしたが、学校であげると

みんなおいしいと言っていました。

今回の研修は本当に楽しく、良い経験になりま

した。またデンマークに行きたいです。
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感 想 文

デンマーク王国 コペンハーゲン ニューハウンにて
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デンマークはいいところがいっぱい

登別市立緑陽中学校 1年 宮崎 葵生

僕がデンマークに行って 1番に思ったのは、みんなフレンドリーでとても話しや

すくていつも静かな人もいっぱいしゃべっていました。そこは日本と違くていいと

ころだと思いました。あんまりしゃべれない人も行ってみてほしいと思います。

デンマークの皆さんはとても気さくに話しかけてくれてしゃべりやすく、リンゲフ

リー校に行ったらみんなでいっぱいしゃべってました。そしてみんなで中休みにな

ったらサッカーをしたりして楽しかったです。会話などは全然困らず、分からない

時は分からないしぐさをすればグーグル翻訳で教えてくれました。しかも３日くら

い経つとだいたい相手が何を言いたいのかわかってきます。なので何も心配いりま

せんでした。

次に良かったところは学校です。みんな楽しそうに勉強しているし学校は嫌い？

と聞かれて一人しか手を上げませんでした。日本だったら学校は嫌い？と聞かれて

手を挙げる人は大半だと思います。なぜデンマークは手を挙げる人が少ないのか、

それはフレンドリーなどからの他学年との交流だと思います。中には学校でしか

会えない人もいると思います。なので学校が楽しいと思えるのだと思います。

そもそもリンゲフリー校は休み時間も長く他学年とも交流が多くなるのだと思い

ます。それが日本だと 1学年上だと

少し交流があるけど２学年上は部活

の先輩や友達の兄や姉などとしか

交流がないと言う人が多いと思いま

す。

結論的にぼくが言いたいことは

日本だと怖いから先輩に声かけにく

いとか後輩に嫌がられるかもなど考

えてしまうかもしれないけど、デン

マークは話してみようみたいな感じ

だと思います。そんなところを日本

の常識にしたらいいと思います。

次は悪いところになりますが、まずリンゲはトイレなども綺麗で、タバコなどの

吸い殻も落ちていませんでした。ですがコペンハーゲンの町中に行くと吸い殻や落

書き更に鳩がいてみんな怖がっていました。その鳩は日本の鳩と違い凶暴そうでし

た。更にトイレは公共で色んな人が使うからとても汚かったです。
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そして写真スポットでは写真撮りますかなど聞かれてその時はなんにも思わなか

ったけど、今考えるといつ取られてスマホやカメラがなくっなってもおかしくなか

ったので、人が集まるところではカバンを前にしたりしたほうがいいと思いまし

た。こんな事があったけど今回はスマホなくしたり駅を間違えたりもなく平和でし

た。
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楽しかったデンマーク！

登別市立緑陽中学校３年生 皆川 恵子

デンマークでは緊張して英語が聞き取れなかったり、英語が伝わらないなど辛い

ことがありました。しかし、日が経つにつれて英語に耳が慣れて聞き取れるように

なり、相手に伝わることも多くなりました。

リンゲフリー校では、みんな挨拶して

くれたり、手を振ってくれたりなどと、

本当にみんな優しかったです。

そして、学校の中で印象的だったのは

面積の広さです。校舎は小学生と中学生

で分かれていて、体育館も離れていまし

た。さらにバスケットコートやサッカー

コート、ホールなどもありました。

私は学校の中で気づいたことが 1つありました。それは、土地が広かった分、

建物の高さが低かったことです。私達の学校とは違って、大学のように校舎をいく

つか作っていました。そのため、1階建ての校舎が 2つありました。私が伺った

ホームステイ先や近所の家、幼稚園なども土地が広く取られており、1階建てが

多かったと思います。

ホームステイ先では、朝食はパンで、ホームステイ先のママ手作りのジャムを

つけて食べました。夜ご飯では、1 度だけそうめんが出ました。しかし、めんつゆ

ではなくチリソースをかけて食べました。初めての食べ方だったけど、食べたら

美味しくてたくさん食べてしまいました。ご飯以外ではゲームが楽しかったです。

「SORRY！」という、ホームステイ先の人がよく家族で遊ぶというゲームを一緒にや

りました。最初は何を言っているのか分からず、ルールを理解できませんでした。

しかし回数を重ねるごとに

ルールがだんだん分かってき

て、最後には楽しく遊ぶこと

が出来ました。
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最後に、デンマークに言って、挨拶をすること、時間を見て行動することが大切

だと分かりました。デンマークのことについて楽しく学び、行く前より英語に興味

を持つことができて、本当に行ってよかったと思うことが出来ました。
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素晴らしい思い出

登別市立緑陽中学校３年生 中村 留唯

私は、今回、外国のホームステイを経験して、たくさん英語に触れる事がで

き、英語に対する抵抗が完全にではないけれど消えました。逃げ場のない環境、

日本語が使えないという環境でも日本と同じように生活ができました。

ドライヤーを使いたかったり、パンをもう一枚

食べたいと思ったりしたときは、しっかりと

英語で伝えることができました。いとこに手紙

を出すことや、自分は何が好きか、どこのＫー

ＰＯＰグループが好きかも話せました。また、

ホームステイ先の犬と外で遊んだり、ご飯を

あげたりしました。様々なことを英語で伝えら

れるようになったり、自分が分からない単語が

あったら調べるようになったりと色々な変化が

ありました。

私が、現地に行って驚いたことは、アミュー

ズメントの規模が日本より大きすぎることで

す。レゴランドのジェットコースターは長さ、

速さ、面白さが日本とスケールが違うなと思いました。お化け屋敷のアトラクショ

ンやウォータースライダーもありました。チボリ公園のアトラクションも日本には

ないようなもので、縦回転しながら速いスピードで回るものや、とても高い空中

ブランコなど、スリル満点のアトラクションばかりでした。

他にも学校や街の雰囲気に驚きました。学校

は日本と全く違っていて外にアスレチックがあ

ったり、始業式の日にみんなでパーティーをし

たりしました。色んな人とコミュニケーション

を取ることができるから、私はいいと思いまし

た。街は、お店も家もほとんどレンガで作られ

ていてとてもおしゃれで綺麗でした。

現地の人達はとても温かく、最初はうまく

コミュニケーションを取れるか心配だったけ

ど、本当に優しかったです。また行きたいと

思ったし、絶対に忘れられない思い出ができま

した。
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現地でできた友達にまた会いに行きたいと強く思っています。
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私の思い出

登別市立緑陽中学校３年生 多田 美月

コペンハーゲンに着いたらまず、私たちは

スターバックスに行きました。そこで初めて

英語を使い、わたしたちの英語での生活が始ま

りました。そこからカフェに行きステイ先の

友達とお昼ごはんを食べたり、インスタグラム

を交換したりとたくさん交流をしました。ステ

イ先の家についてまずお土産の交換をして、

そのお菓子を食べたりゲームをしてとても楽し

い時間を過ごしました。

森の幼稚園では英語が伝わらなく話すことが

できなくて、初めはすごく混乱しましたが、

一緒に遊んでいくうちに言語など関係なく仲良

くなり、たくさん遊び、笑い合えました。リンゲフリー校では、幼稚園の年から

高校生までの人々がいてパソコンを使って技術の勉強をしていたりと難しそうなこ

ともたくさん学んでいました。

デンマークの人々はとてもフレンドリーですぐに打ちとけることができました。

デンマーク語を教えてもらったり、日本語を教えてあげたりと、それぞれの文化を

交流しあい、たくさん新しいことが知れました。デンマークでは私たちが普段使っ

ている LINEは使っておらず、スナップチャットや
インスタグラムを交換し、今でもたくさん話してい

ます。

私は将来客室乗務員になりたいという夢があり、

今回のデンマーク研修は将来のために少しでも役に

立ってくれたらいいなと思い申し込みをしました

が、たくさんの人たちと交流をし、私の中でとても

良い思い出となりました。たった９日間でしたが、

他校の友達やデンマークの友達もたくさんでき、

本当に行ってよかったなと思いました。
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来年、デンマークに行く人たちは、不安や心配の気持ちはあると思いますが、

怖がらないで楽しんできてほしいと思います。

今回の研修は私にとってとてもよい経験となりました。

いつかまた、みんなに会いに行きたいです。
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15年間の人生の大きな一歩

登別市立鷲別中学校３年生 佐藤 璃空

僕が中学生派遣交流団に参加しようと思った理由は、いつか海外に行けたらいい

なぁと思っていた時に、この事業の話を聞きました。異文化に触れ、異文化の日常

で生活するチャンスは二度とないだろうと思い、行くことを決意しました。

一番心に残っていることは、ホストファ

ミリーと過ごした日常生活すべてです。

最初は「上手に話すことができるかなぁ」

と少し不安でしたが、初対面でその不安が

すべて消えました。ホストファミリーはと

ても明るく親切で親しみやすかったです。

その後の会話で段々と仲を深める事ができ

ました。デンマーク初日の夕食がお米と

カレーでした。美味しさとお米をだしてく

れた優しさに驚き、写真をとることを忘れ

てしまいましたが、とても印象深かったの

でカレーの味は忘れないと思います。この

時に、僕が持参したみそ汁を作り、家族

みんなに箸の使い方を伝えながら一緒に飲みました。お土産の中で一番、箸を喜ん

でくれました。日本の文化を伝える事ができたと思います。ラザニア、キャビアが

のせてあるデンマーク伝統のオープンサンドなどホストマザーのご飯はとても上手

で毎食楽しみでした。

仲良くなったリンゲフリー校の

７年生と歩いたレゴランドも心に

残っています。僕は一度もジェット

コースターに乗ったことが無く、

少し不安でしたが、楽しむことがで

きました。ジェットコースターが

垂直に落ちた時はかなり焦り、沢山

叫んだので、乗り終わった時に皆か

ら笑われました。それもいい思い出

です。言葉が全部通じなくても仲良

くなり打ち解けることができ嬉しか

ったです。
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派遣交流事業に参加でき、とても良い経験になりました。積極的に英語で話しか

けたり、人前で話す努力をしたり、友達もできました。日本と違う生活習慣、文化

に触れて世界は広いし自分の知らない事が沢山あるんだなと改めて感じました。

僕にとってプラスになることが多々あり、自分が一歩成長できたと思います。
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デンマーク研修を通して

登別市立鷲別中学校３年生 相澤 仁湖

私は今回のデンマーク研修を通して、人とコミュニケーションをとることの楽し

さを知ることができました。初めはもちろん不安でいっぱいでしたが、ホームステ

イ先のセリーナのお陰でとても楽しく生活することができました。彼女は私より

一つ年下ですが、気遣いがとても上手でいつも明るく、笑顔がとても可愛い子で

す。

そんなセリーナとの一番の思い出は、お互いの国の言葉をノートに書いて教え合

ったことです。おはようや、ごちそう様、運転してくれてありがとうなど、全部で

13 個の言葉を教え合い、お互い一つずつテストしたりしてとても楽しかったです。

デンマーク語には英語とは違う難しさがありましたが、慣れると意外に簡単です。

ちなみにセリーナが一番苦戦していた日本語は「ウーパールーパー」です。

上手く言えない自分が面白くてすごく笑っていたのが本当に可愛かったです。

そしてもう一つ、私が人と関わる楽しさ

を知る機会がありました。それは、現地の

幼稚園に行ったことです。子ども達には

初め怖がられていたけど笑顔で挨拶すると

すぐに心をひらいてくれました。特に私に

なついてくれた男の子２人は、私にデンマ

ーク語を教えてくれてとても可愛かったで

す。２人は、スコップや木、ポストなど

近くにあるもの一つずつ笑顔で教えてくれ

たので私も一生懸命発音しました。私が

言えると一緒に喜んでくれたりして本当に

楽しい時間でした。

このようなことから私は、人と関わるこ

との楽しさを知ると同時に、コミュニケー

ションをとるのに必要なのは言葉ではなく

笑顔と伝えようとする気持ちだということ

が分かりました。
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今回のデンマーク研修は、私に大きな影響を与えてくれたのでいつか必ずまた

訪れたいです。
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デンマーク人との交流と学び

登別市立鷲別中学校３年生 菊地 奏多

僕はデンマークに行ってリンゲフリー校での体験授業やマリンパークのモデルと

されたイーエスコー城、レゴランド等、様々な所に行って楽しかったです。

１番印象に残った事はレゴランドに行った事です。理由は、デンマークはレゴの

発祥地であり、初めて行ったからです。森の幼稚園にも行きました。そこでは小さ

い子達と一緒に遊んだりしました。

僕は正直、外国の人と話すこと

は緊張しました。しかしデンマー

クの人はフレンドリーだったの

で、すぐに仲良くなり、サッカー

をしてより仲が深まり、嬉しかっ

たです。

僕は研修テーマでデンマークの

家庭のペットについて調べまし

た。なぜこのテーマにしたかと

いうと、動物が好きで、デンマークではどんな動物が飼われているのかという疑問

が出てきたからです。

研修結果によると、犬を飼っている家庭が多く、色々な犬種があり、見たことの

ない犬種もありました。その中で驚いた事がありました。それは、柴犬がいた事で

す。理由は、柴犬は日本固有の犬で海外でも飼っているとは思わなかったからで

す。

また機会が合ったら、デン

マークに行きたいです。今回は、

本当にありがとうございました。

僕達のために、デンマークの事を

事前研修の時に教えてくれたり、

実際にデンマークに一緒に行っ

て、楽しんだり学んだりした事は

一生忘れないです。

秋葉団長、あやなさん、他の皆さんも本当にありがとうございました。

いつかまたお会いしましょう。
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最後に、僕はこの研修を通して将来、海外に行きたいので、この経験を生かして

いきたいと思います。また、高校や今の英語の授業の時に活用したいと思います。
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コミュニケーションが大事！

登別明日中等教育学校１回生 山口 いのり

私がデンマークでの研修で学んだことは、たくさんの人とコミュニケーションを

とることです。

行きの飛行機でとなりに座っていたオランダ人の女の子がいました。まったく

知らない方なので自分からは話しかけられませんでした。その時にその女の子から

英語で「日本人ですか。」と聞いてきました。そして話してみるとすぐに仲良くな

れました。山口県に少しの間留学していたそうで、簡単な日本語を喋れていまし

た。飛行中は、ミニゲームをしたり、連絡先も繋げることができました。嬉しかっ

たです。

デンマークのリンゲにある森の幼稚園へ訪問しに行ってきました。いろんな遊び

をしている子ども達にたくさん声をかけてみました。声をかけてみると英語がまだ

喋れなく、デンマーク語でしか会話していませんでした。私は、デンマーク語は喋

れないので戸惑いました。いろいろ説明してくれましたが、まったく分かりません

でした。ですのでジェスチャーで伝えてみました。すると相手もがんばってたくさ

んのことを教えてもらいました。とても優しかったです。

ホームステイ先の子どもにたくさん

質問することが出来ました。例えば

トランプをしていて順番を決める時に

じゃんけんをしなくてはなりません。

そしてデンマーク語のじゃんけんを

教えてもらいました。

他にも、犬や学校などをデンマーク

語に変換して教えてもらったりしまし

た。そして日本語も教えてみました

が、難しそうでした。

私はデンマークの研修を通してたく

さんの人とコミュニケーションをとる

ことを学べました。

たくさんの人とたくさん関わること

で私も相手も世界が広がると思いま

す。
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とても思い出に残る最高に楽しい研修でした。
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最高の思い出

登別明日中等教育学校２回生 竹田 耕太朗

デンマークで過ごした日々は、一生の思い出です。

デンマークに行く前僕は、とても不安でした。初めての海外であり、飛行機に乗

るのも約６年ぶりだったからです。前日の夜は全く寝られませんでした。

そして当日、僕たちは新千歳空港→羽田空港→ヘルシンキ空港→コペンハーゲン空

港という航路で行きました。機内泊は飛行機の音がうるさくて全然寝られませんで

した。

着いて１日目にはオーデンセ市内を見学しました。その後にホストファミリーと

初めて会いました。緊張したけれどみんなとても優しかったです。しかし、話しか

けられなかったので今でも後悔しています。

２日目はホストファミリーと一緒に買い物に行きました。人生初マックでした。

３日目はリズィさんのお家（老人ホーム）と森の幼稚園に行きました。どちらも

学びになりました。それからパーティみたいなものがあり、７時くらいまで遊びま

した。

４日目はリンゲフリー校の授業を受けました。ドイツ語の授業だったのですが

何も分かりませんでした。その後はイーエスコー城に行きました。迷路やトランポ

リンがありました。イーエスコー城内はとてもきれいで食器や銃などたくさんの物

が置いてありました。

５日目はレゴランドに行きました。人が全て

レゴで作られていて面白かったです。また、

レゴンランド内には、ジェットコースターがあ

り途中で止まって急に降下したのでびっくりし

ました。また、水がかかるアトラクションも

あり、びしょびしょになりました。その後は

お別れパーティがありました。みんなで串カツ

を作りました。その後ダンスと歌をしました。

どちらも大成功でした。その日の夜は悲しくな

ると思っていましたが、不思議と寂しくありま

せんでした。

６日目は別れの日でした。車の中では特に話

しませんでした。ホストファミリーのアスビョ

ンは元気でした。途中までは寂しくなかったのですが、もう会えないと思うと号泣

してしまいました。人生で一番号泣しました。電車に乗った後も５分間くらいは
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男子メンバーで泣いていました。

その後はコペンハーゲン市内を歩き回りました。10km くらい歩いてヘトヘトにな

った後にチボリ公園に行きました。楽しかったけれどその頃の僕たちの口ぐせは

「ホストファミリーとここに来れたら…」でした。チボリではチケットがキャッシ

ュレスでしか払えないというハプニングはありましたがとても楽しかったです。

７日目に僕たちはデンマークを去りました。去るときにも泣きました。機内泊で

は疲れていたようですぐに寝れました。

日本に帰って来て初めに感じ

たことは「暑さ」です。デン

マークより 10 度くらい暑くて

びっくりしました。デンマーク

は移住したくなるくらいよい国

でした。

今回の研修は初めは「めんど

くさい」と思っていましたが

本当に楽しくて最高の研修にな

りました。いつかまた絶対に

デンマークに行きます！
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引率者報告書

デンマーク王国 ミッドフュン ギムナジウムにて
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令和５年度登別市デンマーク友好都市中学生派遣交流事業を終えて

派遣団団長 秋葉 洋範

８月７日(月）

いよいよ出発の日、新千歳空港へ向かう前に、小笠原市長から、ファボー・

ミッドフュン市の市長宛の親書を預かった。引率する子どもたちの安全と成長

を第一に考え、準備を進めてきたが、親書を預かった時から、これまで登別市と

デンマークが強く結びついてきたこと、これからの姉妹都市交流へつなぐ大事

な役割であることを強く感じた。この日は、雨の降る中であったが、バスに乗る

際、子どもたちの家族や学校関係者、市役所の職員の方が何十人もいて驚いた。

ここでもまた、本事業がとても重要なものであることを感じ、責任の重さを感じ

た。

８月８日（火）

これからお世話になるリンゲフリー校の校長先生であるアネさんとその生徒

たちと合流するまでに、登別を出発してから 30 時間以上経っていた。疲れはピ

ークであったが、リンゲフリー校の人たちと会った途端、登別の子どもたちの表

情が笑顔に変わった。総勢 20 名以上で、アンデルセン博物館へ向かった。博物

館見学後、アンデルセンの生まれた家やアンデルセンがつくった学校などを案

内してもらった。アンデルセンは童話作家で有名なのかと思っていたら、街の名

手であり、今も尊敬されていることがわかった。横断歩道の信号機の点灯する部

分に描かれている人のマークもアンデルセン、後に訪れたレゴランドでもレゴ

でできたアンデルセンがいるほどである。

デンマークに着いてから数時間しか経っていないが、恵子は、電車内でもリン

ゲフリースクールの生徒たちとも積極的に英語での会話にチャレンジしており、

コミュニケーション力に感心した。

私と舘崎先生と耕太朗は、アネさんの家に泊まることになった。家は、リンゲ

フリー駅から電車で一駅隣の街にあった。アネさん家族の構成は、夫のトーベン、

息子のアスビョン、犬１匹、猫１匹であった。私は庭にある離れのコテージで

寝ることになった。アネさんの家にはバスルームの他に外にシャワーがあり、私

はそこを使うことにした。真夏なのに気温は 11 度と寒かったが、しばらくシャ

ワーを浴びていなかったため大変気持ちよかった。移動の疲れもあり、その日は

たくさん寝た。
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８月９日（水）

朝からリンゲにある幼稚園を訪問した。そこには、45 人ほどの園児がいた。

日本のおとぎ話が英語に翻訳された本をお土産に渡すと大変喜んでくれた。

葵生は幼稚園児と一緒に走り回り、奏多はブランコを揺らしてあげ、いのりは

おとなしい子を見付けて一緒にお絵かきをするなど、９人それぞれの性格など

が良く表れていた。その後、登別との交流を深め、今年叙勲を受章したリズィー

さんが住んでいる住宅を訪問した。登別市、北海道、叙勲の表彰状が飾られてお

り、大変うれしそうに紹介してくれた。午後に、ファボー・ミッドフェン市の

市長を表敬訪問した。市長から町のことやデンマークについて丁寧な説明を受

けた。あちこちで見られる風車による風力発電一つで 6,000 戸の電気を賄って

いること、デンマークでは少子高齢化が進んでいるが、ウクライナや他国からの

移民を受け入れ、彼らの労働がデンマークにとって助かっているが自国へ戻っ

たときにその家族の子どもたちが母国語を忘れていないかなどを心配している

こと、日本と同じくコロナ禍後に不登校が増えていること、生活リズムが変わっ

てきていることで学校の始業時間を９時からにするところも出てきているなど、

国の問題、国際問題、教育問題について幅広く教えてくれた。子どもたちも何人

か質問していて、立派であった。舘崎先生が１時間びっしりと通訳をしてくれた。

専門的な話題も多い中、大変だったと思う。さすがだと感心した。

８月 10 日（木）

朝８時にリンゲフリー校へ行き、就学前の子どもたちのお世話などをした。昨

日よりも積極的に人とかかわろうとする姿が見られた。その後、スベンボーとい

う観光地へ行き、子どもたちだけで町散策をしたり、ショッピングしたりと楽し

んだ。観光後、リンゲに戻った。この日はデンマークの学校の始業式の日で、リ

ンゲフリー校に着くと子どもが 200 人、その親などが 300 人ほど集まっていた。

ホールに集い、いくつかの歌を大人も子どもも交えて全員で歌った。その中には、

「さくら さくら」の歌もあり、これまでの登別市とリンゲフリー校の交流が長

年続いていることを実感した。その後、校庭で家族ごとにレジャーシートを敷き、

お弁当を食べたり、学校が用意したケーキを食べたりした。学校の一角には新年

度のスタートにあたり、運動着や靴を販売するコーナーもあった。

大人たちは会話を楽しみ、子どもたちは思い思いに遊んで過ごしていた。リンゲ

フリースクールの保護者たちは気兼ねなく話しかけてくれて、ありがたかった。

イベントは 19 時頃終了し、家に帰った。

20 時 30 分頃、アネさんが家の近くの城跡まで連れて行ってくれた。かつて、

この辺りがとても栄えていたことを教えてくれた。耕太朗は毎日引率者の私た

ちが側にいるため、一番様子がわかるのだが、英語で会話をすることが増えたり、
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周りの様子を見て動こうとする気配りが増したりするようになった。

家に戻り、デンマークの学校事情と日本の学校事情についてアネさんとトー

ベンと夜中まで語り合った。デンマークでは週 32 時間の勤務時間であるが、日

本と同じく病休や休職になる先生が増えていること、不登校の子どもたちが増

えてきていることなどを知った。日本と似た状況であり、最近の世界共通の問題

なのかと感じた。

８月 11 日（金）

朝８時から全校朝会が始まった。事前にプレゼンテーションの打ち合わせを

する間もなく、本番が始まった。朝一番であり、いきなり大勢の人の前での発表

ということもあってか、子どもたちの歌声があまり出ていなかった。そんな中で

も、仁湖は、ピアノ伴奏の練習を相当してきたようで、今までで一番上手に演奏

した。演奏後晴れやかな表情をしていた。美月のナレーションは顔にも声にも

感情がこもっていて、とても聞きやすく素晴らしかった。葵生は、篠笛で「さく

らさくら」を独奏し、みんなが聞き惚れた。その後、校内見学とドイツ語の授業

に参加した。デンマークの子どもたちは、授業中質問に答えるときには、日本と

異なり、手を上げずに人差し指を立てていた。

午後、マリンパークニクスのモデルとなったイーエスコー城へ向かった。イー

エスコー城に向かう車の中で、「城の屋根裏に人形があり、その人形を動かすと

城が崩れるという言い伝えがある。」と聞き、その人形が本当にあるのか確かめ

てみようと思った。イーエスコー城は今まで私が訪れたいくつかの城と違い、

敷地の中にアスレチックや博物館などが点在し、1日遊べるようになっていた。

子どもたちは最初自由に散策し、その後みんなでイーエスコー城へ入った。豪華

な内装に子どもたちは驚いていた。この城は歴代のお金持ちの屋敷として使わ

れていたそうだ。お城は池の中に建っており、傷まないのか心配になった。階段

を上っていくと屋根裏にたどり着いた。屋根裏には予想よりも大きく、1メート

ルほどの身長の男の子の人形が置かれていた。不気味な感じであった。人形の周

りは囲まれており、近づけないようになっていた。

８月 12 日（土）

８時 30 分に学校に着くとすでに全員集合していた。子どもたちが楽しみにし

ているレゴランドへ貸し切りバスで向かった。２時間ほどで、レゴランドに到着

した。園内は想像以上に広く、北極やゴーストなどのテーマごとの場所にわかれ

ており、それぞれのテーマに沿ったアトラクションが充実していて、まるでディ

ズニーランドや USJ のようであった。子どもたちは大はしゃぎで楽しんだ。璃

空はレゴランドに来るのが一番の目的であったので、大変良い笑顔でアトラク
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ションなどを満喫していた。

17 時頃リンゲフリー校に戻り、お別れパーティーの準備を始めた。すでにリ

ンゲフリー校の保護者や子どもたちはお別れパーティーのための料理や会場の

準備をほぼ終えていた。私たちは台所を借り、一口サイズのカツづくりに取りか

かった。留唯が大変手際よく調理をしていて感心した。18 時からパーティーが

始まった。ハンバーガーやホットドッグなどがおいしかった。私たちが作ったカ

ツも好評で、あっという間になくなった。

実は、ちょっとしたハプニングもあった。調理中、発表で使うＣＤをかけてみ

ようとしたが、ＣＤプレーヤーから音が出ない。近くの高校に勤務する保護者か

ら急遽、高校のスピーカーを借り、ネット上の音源をかけて対応することとした

が、鬼踊りの音源だけが見付からない。日本では夜中であることを重々承知しな

がら、企画調整Ｇにラインで連絡したところ、原田さんが気付いてくれ、鬼踊り

の音源データを転送してくれた。鬼踊り開始の直前の出来事であった。

子どもたちの発表は気持ちのこもったもので素晴らしく、感動的であった。

見ていた人たちもたくさん褒めてくれた。子どもたちはうまく発表できたこと

で、緊張の糸が切れたように、一気にそして今まで以上に現地の子どもたちと打

ち解け、交流を深めるとともに、翌日の別れを惜しんでいた。

８月 13 日（日）

お別れの日である。朝食を食べるときにアネさんファミリーからプレゼント

をもらった。「いよいよお別れだな。」と感じた。駅では私たちを見送るため、

ホストファミリーが総出で集まっていた。ほぼ全員が号泣するほど感極まって

いた。電車の中でも子どもたちはしばらく泣き続けていた。

別れの余韻に浸りながらコペンハーゲン駅に向かった。到着後、ホテルに行き、

荷物を預け、私たちだけで市内観光を始めた。中心部の大きな広場でリンゲを出

発する前にもらっていたホットドッグをみんなで食べた。次に、ニューハウン、

人魚姫の像、お土産街で観光を楽しんだ。こちらに来て初めて、自分たちのペー

スでゆっくりと動いた。ホテルに戻って来るともう 18 時頃で、買ったお土産や

預けていた荷物を部屋に置いたらすぐに、チボリ公園に向かった。チボリ公園で

入場料を払い、中に入ったが、ここでもちょっとしたハプニングがあった。乗り

物ごとのチケットはクレジットカードでしか買えず、現金で買えるのは乗り放

題券のみであった。時間の許す限り乗り物に乗り、閉園の 22 時近くまで思い思

いに楽しんだ。
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８月 14 日（月）

子どもたちはこれまでの疲れのためか、朝食の時間に何人も間に合わず、起こ

しに行くなど、バタバタしたスタートになった。９時にチェックアウトし、いよ

いよ日本へ向けて出発した。コペンハーゲン空港のチェックインカウンターは

１つしか開いてなく、また、行きの時とは違い、荷物を一度羽田空港で受け取る

ことになった。

いずれにしても、これだけのハードスケジュールをこなした後であることと

日本に帰りたくないという気持ちが強く、子どもたちは終日、ぐったりしていた。

８月 15 日（火）

長い移動時間であったが、登別に無事付いたのは午後８時過ぎであった。子ど

もたちは、家族の顔を見てほっとしているのが伝わってきた。

派遣を終えて、

この派遣事業で一番心に残っているのは、「人とのつながりと心の温かさ」で

ある。「企画調整Ｇの皆さんが自分事のように事前準備から帰国報告会まで親身

になって対応を進めてくれたこと」「デンマークの人たちが私たちを心から歓迎

してくれたこと」「子どもたちが派遣をとおして、派遣者同士はもちろん、デン

マークの子どもたちとの絆を深めたこと」「これまでにデンマークを訪れた引率

者や生徒たちが良好な関係を長年築いてきたことが、今回の現地での好意的な

対応につながっていること」などを強く感じた。

本事業にかかわった全ての人に感謝するとともに、私も「人とのつながりと人

を大切にすること」を今まで以上意識して過ごしていきたい。ありがとうござい

ました。
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デンマーク派遣交流を終えて

登別市立鷲別中学校 舘崎 美久

今回、中学生派遣事業の引率者として、９名の団員、そして団長とともにデン

マークでの生活を体験してきました。団員たちの中には、海外への渡航が初めて

という子も多く、英語を話せるかどうかとても不安という顔で出発したのを覚

えています。自分の意思を相手に英語で伝えることというのは非常に難しいも

のです。ホストファミリーとの生活でも、無理をしてしまうのではないかととて

も心配していました。しかし、現地の子どもたちと初めて会ったとき、緊張はし

ているものの自分たちが持っているスマートフォンを見せ合いながら会話をし

ている姿には衝撃を受けました。初めて会った子とこんなに話せることに驚い

たからです。その後も私が想像したよりもずっと上手に子どもたちとコミュニ

ケーションをとり、どんどんホストファミリーとの生活に馴染んでいきました。

同じ年頃の子どもたちと一緒に過ご

す中で、お互いの好きなものを写真で

見せ合ったり、日本にもあるゲームを

一緒にやったりと、現代社会だからこ

その方法で団員たちは仲良くなって

いきました。リンゲの町を離れる時に

はお互いの SNSを通じて連絡を取ろ
うと約束しあった子どもたちも多か

ったようです。

親元を離れ、遠い異国の土地にいる団員たちがこんなにも積極的に感じてい

ることや考えていることを伝えようと頑張っていたのは、共通語としての「英語」

が伝わる楽しさを知ったからだと思います。

私たちと現地の人とでは、母語が異なります。母語だけでは、意思を通じ合う

ことは困難に近いですが、共通語の英語を通せばコミュニケーションをとるこ

とができます。全く知らない相手が同じ言語を話せることを知るだけで、その人

が前よりもずっと近しい人へと感じることができるのです。そして、その近しい

人が自分たちの学校で習ったものを理解してくれる。普段の学校での生活が役

に立ち、なおかつ自分が話したことが相手に通じた。団員たちにとってこれほど

嬉しいことはないと思います。この気持ちが今回の派遣で英語を使う原動力に

なったと思います。団員たちは、わからないことがあればすぐに聞いたり、
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自分で調べたり、そしてそれを相手との話すきっかけとしたりと自ら主体的に

会話をしていました。今回の派遣を通して、日本にいたときよりも英語という言

語に慣れ親しんだことでしょう。そして、英語を積極的に活用し相手と通じ合う

ことができれば、自分自身の視野が広がるということにも気付いたと思います。

例えば、デンマークと日本の違いを教えてもらって理解し、日本の将来がどのよ

うなものになるのが良いのかと考えるように。

学び続けることに終わりはありません。これからも団員たちが自分の力で考

え、学び、成長し続けるようになってくれれば、英語科の教員としてこれほど嬉

しいことはないと思います。私自身も、この体験を通して、今回の団員たちのよ

うな自主的に、そして積極的に相手と交流する子どもを育てていくことが今後

の目標となりました。

最後になりますが、今回このような貴重な体験をさせてくださった小笠原春

一市長、安宅錦也教育長を始め、事前・事後研修において、多大な準備と指導を

してくださった登別市総務部企画調整グループの皆様、そして、困ったときには

いつでも相談に乗ってくださり、温かく見守っていてくださった秋葉団長に、心

より深く感謝申し上げます。

ご縁があり、こうして貴重な機会を一緒に経験することができた団員の皆さ

ん、これからも君たちの学びは続いていきます。

この経験を忘れることなく、自分たちの新しい一歩への糧として、今後の生活で

も人と人とのつながりを大切にし、他者に優しく、愛情に満ちた人生になること

を心から願っています。
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帰国報告会資料

（派遣生徒）

※帰国報告会に向け生徒が実際に作成し、使用したスライドをそのまま掲載しております。

2023.9.29 帰国報告会にて
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登別市立緑陽中学校１年の宮崎葵生です。これから私たち派遣団がデンマー
クで調べてきたそれぞれの研修テーマについて発表します。
僕が調べてきたことはデンマークの歴史を調べてきました。
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まずイーエスコウ城は1554年にけんせつされていて今までにいろんなひとが
住んできたようです
城の中には城主の絵が飾ってあったりしていました
さらに今ではないようなトラの毛皮ややりなどがありすごかったです
公園の中には車の博物館あったそうです
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調べようと思ったきっかけは、（スライドを読んで）のこの2つです



まず1つ目はファッションです。
デンマークでは、季節が夏ということもあり、肌を見せる服を着ている人が
多かった印象です。
タンクトップやシースルーのシャツなどの涼しめな服が流行っていました。
ハーフパンツやショートパンツを履いていました。
また、カーゴパンツも流行っています。トップスは何を合わせてもほとんど
似合うので、楽で人気のファッションです。
この服は、韓国や日本などたくさんの国でも人気なボトムスです。



次に食です。
デンマークでは、お米ではなくパンが食べられています。スライスしたトー
ストにバターや板チョコ、サラミのハムなどをのせて食べました
夜はお肉（豚肉）やスパゲッティのような麺料理が出ました。
おかずには、野菜とチーズを混ぜたスクワッシュを食べました。私はこれが
一番好きでした。
どれも本当に美味しかったです



最後に音楽です。
デンマークでは、アンドレアスというデンマーク出身の男性アーティストが
流行っていて、ライブも開催されています。
実際にホームステイ先のイーダという子の一家は、ライブに家族みんなで
行っていました。
この写真がそのライブの様子です。ライブ会場が広く、大勢の人が音楽に
のって歌を歌ったりしていました。
また、デンマークでもK-POPが流行っています。私はK－POPが好きなので、
どこのグループが好きか、そのグループの中の曲でどの曲が一番好きかなど
を話しました。私が話していたなかで出たのは、BTS、BLACKPINK、Stray 
Kidsなど、他にもたくさんのグループが人気でした。



今回の派遣の感想は（スライドを読む）
これで私の発表を終わります



デンマークの食。
今回の研修では、デンマークの食について調べてきました。事前研修で野菜
を生のまま食べると聞いていて、どのような食文化をしているのだろうと気
になり、このテーマにしました。
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まずは朝ごはんの紹介をします。
朝ごはんはトーストが主に出てきました。トーストには、はちみつと、プラ
ムジャムと、ヌーテラというチョコレートと、ポーレグショコレウという板
チョコをパンの上にのせて食べるのが主流です。ポレーグショコレウはデン
マーク語で、ポレーグが「上に乗せる」ショコレウが「チョコレート」と言
う意味だそうです。私ははちみつとプラムジャムがとても美味しくて好きで
した



次に、デンマークの伝統的な料理を紹介します。
こちらはミートボール、赤キャベツ、じゃがいも、グレービーソース添えで、
じゃがいものブラウンソースとフィッシュボールとレッドキャベツです。こ
ちらの写真は、ローストウサギのポテトと、グレービーソース添えで、じゃ
がいもにブラウンソース、赤キャベツ、さつまいも、野菜、ローストウサギ
です



こちらの写真は、ローストポーク、レッドキャベツ、ポテトとグレービー添
えで、じゃがいものブラウンソース添えと豚肉とサラダで、デンマークの
人々は、クリスマスイブに食べるとのことです。



これらの写真からデンマークの人々は、豚肉、じゃがいものグレービーソー
ス和え、赤キャベツ、他にも野菜や、鴨肉、ポテトチップスなどを主に食べ
ていることが分かります。ですが、デンマークでもイタリアのピザや日本の
寿司などのように他の国の食べ物をたくさん食べるようです。このように私
達が日々食べている日本食はデンマークでもとても人気なのです。これで私
の発表を終わります。ありがとうございました。
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今回私は、日本の学校の違いに興味を持ち研修を行いました。
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私達がいったリンゲフリー校には、６歳から１６歳までの子どもたちが通っ
ています。登校時間は８時で、６～７時間授業を受けたあと３時頃に下校す
るのでそこは日本と変わらないです。



教室はこのようになっています。



教室の椅子は高さが調節でき、机は木ではなくプラスチックでとても高さが
あるものでした。私達はそこでドイツ語の授業を受けました。 とドイツは
近い国同士なのでドイツ語の勉強もしているそうです。実際にみんなと問題
を解いてみましたがドイツ語は主語によって動詞の形が変化するので私はと
ても難しいイメージがありました。休み時間にはスマホの使用や飲食も自由
にできることなどから教室にいてもあまり重苦しさを感じませんでした。こ
のような点から日本との違いを感じることができました。そして私が一番驚
いたのは子どもたちが楽しめる設備がたくさん揃っていたことです。



学校の敷地内には写真のような日本では見たことのない遊具がたくさん揃っ
ていました。



体育館は私の学校の二倍ほどありそこには巨大なトランポリンやトレーニン
グジムなど色々なものが揃っています。私達も実際にそこで遊びましたが日
本では施設へ行きお金を払わないとできないようなことを学校でできると思
うとすごく羨ましかったです。



このようにリンゲフリー校は日本の学校よりも全体的に自由な明るい雰囲気
で一人ひとりがのびのびと成長できる環境が整っている学校だなと感じまし
た。機会があればぜひまた行きたいです。
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皆さんこんにちは 登別中等教育学校２年竹田耕太朗です。私はデンマーク
と日本の食文化の違いについて紹介します。まずは、朝の食事についてです。
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日本の食事はご飯 味噌汁 魚など様々な種類があります。



続いてデンマークの朝食です。毎朝パンでした。パンは白いパンではなくパ
リパリしているパンで少し固めでした。日本とは違いましたが、とても美味
しかったです。次に昼ごはんです。



日本の昼ごはんは弁当箱におかずやお米が入っています。次にデンマークの
昼ごはんについてです。



デンマークの昼ごはんは、日本のような弁当箱に入っているのではなくサン
ドイッチが昼ごはんでした。また、ニンジンやりんごがまるごと入っていま
した。次に夜ご飯についてです。日本の夜ご飯は



ご飯とおかずという組み合わせが多いと思います。デンマークの夜ご飯は



野菜がまるごと出て、白米は出ませんでした。おかずは鶏肉や鮭が出ました。
私は野菜が苦手なので食べる勇気が出ませんでしたが、一度食べてみるとと
ても美味しかったです。



おまけです。デンマークで夜食が出ました。ケーキが出たのですが人生で一
番甘かったです。甘党にはおすすめできます。次に飲み物です。



デンマークの飲み物の大半は炭酸水でした。デンマークで初めて炭酸を飲ん
だのですが、刺激がとても強かったです。最後にデンマークのお菓子につい
て紹介します。



これはラクリスというお菓子で、独特な味がします。私は苦手でした。甘い
物もありそのラクリスなら美味しく食べれました。



最後に貴重な経験をさせていただき本当にありがとうございました。今回の
デンマーク研修をこれからに続けていきます。



ご清聴ありがとうございました。
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私のテーマは日本とデンマークの違いです。





一番最初は学校の設備の違いについてです。



その中でもまず、バスケとサッカーについてで
の違いです。



このように、日本と同じようにサッカーコート
はありました。



しかし、外にバスケットコートがありました。
私の学校にはないので、こういったスポーツの
取り入れも充実していることが分かりました。



次は体育館でのことです！



リンゲフリー校には、体育館が2つありました。
１つ目が、この体育館です。
この体育館では、奥に大きなトランポリンが2つ
ありました。
そして、写真には写っていませんが、ジムにあ
るようなマシンもあり、私の学校では見ないよ
うな体育館になっていました。



２つ目のこの体育館では、バレーやハンドボー
ルをすることが出来て、観覧席も設けられてい
ました。
デンマークでは男女ともにハンドボールが人気
なスポーツらしく私のホストファミリーの子も
ハンドボールをやっていました。
日本とデンマークでは人気なスポーツも違うら
しいです。
しかも、日本とは違ってステージがありません
でした。



次は始業式パーティーのことについてです！



リンゲフリー校では、始業式の日に全校生徒と
その家族みんなが学校に集まって夜ご飯を食べ
ます！



こういった取り組みのおかげで、親も子供も家
族同士、みんな仲が良かったです！



次は食文化での違いです！



この写真のような日本でも食べる食パンや、見
たことのないパンも食べました！



飲み物は主にジュースでした。



昼食は主にサンドイッチで生ハムや卵を自分で
トッピング！
そして、きゅうりやお菓子、果物も一緒に！



夜食では、カレーなどがありました。
他にもバーベキューなどもやりました。



にんじんやきゅうりも出て、ドレッシング無し
で食べました。最初は抵抗感があったけど、食
べてみるとみずみずしく美味しかったです！



次は街なかでの違いについてです！



地面は石畳で作られていることが多く、他にもこのような柄などが地面に使
われていて、街中がとても美しく見えました。



街なかには双眼鏡のような面白い建物やモダンなお店も多く見られました。
他にも宮殿のような教会もあり、とても美しかったです。



今回の研修では色んな日本との違いを見つけることが出来ました。
 ハプニングや嫌なことが起きても、最後にはみんなで協力して、楽し
んで学ぶことが出来ました。



お母さん、お父さん、市役所の人たち そして、市長！
今回、デンマークに行かせていただき、ありがとうございました。
あのような素敵な時間、思い出を作らせていただき
ほんとにありがとうございました！
最後にご清聴ありがとうございました！
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（引率者）

デンマーク王国 リンゲ駅にて



















http://drive.google.com/file/d/1XtrfUX9HFykccRBcVrSk_Yzj--kq-SeS/view
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（イベント）

2023.7.18 第 4回事前研修にてランディさんご一家と































































友好都市協定書

デンマーク王国リンゲ市及びウィスリンゲ市と日本国北海道登別市は、１９９７年

に「友好の絆」を交わして以来、リンゲ・ウィスリンゲ・登別友好協会と登別デンマ

ーク協会との両協会の活動を積極的に支援し、双方の市民の友好と相互理解を深め、

友好交流を積み重ねてまいりました。

これらの交流は、両市民の文化・教育の面においても拡がりを持たせるものであり

ます。

この度、リンゲ市、ウィスリンゲ市が近隣のまちと合併し、ファボー・ミッドフュ

ン市として誕生したことを記念する年になお一層両市の絆を強め、ファボー･ミッド

フュン登別友好協会（旧リンゲ・ウィスリンゲ・登別友好協会）と登別デンマーク協

会の積極的な支援を継続するとともに、両市の相互理解と信頼のもとに市民交流、文

化交流の推進を目指し、ここに友好都市協定を締結します。

平成19年(2007年)6月10日

The Establishment of Friendship Agreement
Since the signing on the Bond of Friendship between the municipalities of

Ringe/Ryslinge and Noboribetsu City in 1997, our three cities have been positively
supporting the activities of both the Ringe/Ryslinge-Noboribetsu Friendship
Association and the Noboribetsu Denmark Assocaition to deepen mutual
understanding and build up friendship among our peoples, and the fruit of the
activities has extended to cultural and educational fields.
 According to the formation of the new Municipality of Faaborg-Midtfyn, both
our cities will strengthen the ties of friendship even more, and continuously
maintain the activities of both the Faaborg-Midtfyn-Noboribetsu Friendship
Association and the Noboribetsu Denmark Assocaition. Our goal is promote
friendship and cultural exchanges based ipon mutual appreciation and reliance.
 In accordance with the above mentioned guiding principles, The Municipality of
Faaborg-Midtfyn and The City of Noboribetsu will subsequently outline a more
elaborate description of the fields of co-operation and how the goals of the
agreement is best achieved.
 We hereby give our signatures on the Establishment of Friendship Association.
June 10th, 2007   

ファボー・ミッドフュン市長 登別市長

Bo Andersen Akira Ueno

Mayor of Faaborg-Midtfyn Mayor of Noboribetsu
ボー・アナスン 上 野 晃


